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陰 茎 折 症 の1例
大阪大学医学部泌尿器科教室(主任 楠 隆光教授)
副 手 江 里口 渉
          Fracture of the Penis  : Report of A Case 
 Wataru ERIGUCHI 
          From the  Thpartment of Urology,Osaka University Medical School 
                        (Director Prof. Dr. T. Kusunoki) 
   "Fracture of the penis" or "rupture of the penis" is a rare lesion. There have been 
only eight cases reported in the literature in Japan up to 1958. 
   In the present case of a 24-year-old man, the cause of the lesion was a blow by desk-
edge when he fell down in his bedroom with erect penis. Removal of hematoma, suture 
of the ruptured tunica albuginea and plastic operation of the penile skin were performed 
immediately. The result was satisfactory with no pain, no deformity and no functional 
damage. 




或 はそのうちの一部 の皮下白膜破裂で あつて,




例 を報告 してい る如 く,古 くか ら知 られている
外傷 であるが.今 日で も稀 な ものと さ れ て い
る.我kの 教室 では最近 その1例 を経験 したの















































































FetterandGartmanは自家経 験 の1例 報 告 の際 に ,
1926～1935年間 の文 献 例は 僅か に10例であ る と言っ て
お り,1957年にFernstrδmは矢 張 りそ の1例 報 告 の
際 に,1936～1956年間 の 報 告 とし て,Fetterand
Gartman;Lownes;Bertola,Sala&Ortiz;
PuigvertandMacias;Rummelhardt;Iurmin;
Thompson及びCircellaの各1例 の合 計8例 を集 め
得 てい る.ま たCreecyandBeazlie(1957)は1924
年 のMalisの 症 例 以来,自 家 経 験 の3例 を入 れ て19
例 に 関 し て報 告 し てい る.
醗 っ て我 国 の交 献 を見 る と,長 谷 川 ・小林 の 第1例
の報 告以 来,今 日 まで大 森;田 辺 ・佐 藤;吉 村;飯 田
・秋 山;本 間;岩 崎 ・渡 辺 ・荒井 ・手塚;千 野 ・福 島
片 山 ・志 賀 の8例 の報 告 を見 るぼか りで あ り,私 の
症 例 は 第9例 目で あ る.CreecyalldBeazlieの
Malis以来 の19洌に,我 国 の9例 と共 にCreecyand
Beazlieの見 落 し てい るKttttner;Papin;Circella
及 びFernstr6mの各1例 を加 え る(第1表),更 に
Malis以前 の症 例 としてCreecyandBeazlieが数
え てい る24例を追 加す る と,総 数56例とな る.し か
し,こ れ が凡 て で はな く,実 際 に私 は 原著 で 確め 得 な
い の であ るが,大 体確 実 な本 症 の報 告 として,Aliva・
zatos;Hultborn;Berdなどの症 例が あ る.
しか し,本 症 は 専門 家 も数例 を経 験 し得 るほ どに 多
い もので ない 事 は 確か で あ る.例 え ぽFetterand
GartmanはPhiladelphiaのJeffersonHospita1
で25年間 に 取扱 っ た 患者175,000人の うち で本 症 ば た
だ,1例 に 止っ て お り,又 我 が 教 室に て 新潟 →大 阪 の



















































































































































































































































































す る等 が主 な病 因 となっ てい る・非 勃 起 状態 の挫 傷 に
相当する ものは非 常に少 ない もの で ・オ ー トバイ の シ
_トに当つ たFrankenthalの1例,自動 車 のハ ン ド
ノレに当てたPapinの1例,喧嘩 の 際 に蹴 られ たBlanc
andMroselleの1例,Thompsonの馬 に蹴 られ た
1例及び腹位 での手 術時 に陰 茎 が手 術 台 の両 板 中 に は
さまれたHultbornの1例 の計5例 が 数 え られ る.
私の集め た32例に就 て見 る と,第1表 の 如 く,性 交
中のものが6例,手 淫そ の他 で強 く陰 茎 を 曲 げ た も
のが7例,寝 返 りの際に 発 生 し た もの6例,勃 起 を
早 く鎮め よ うとした もの5例,勃 起 陰 茎 を 硬 い 物 質
に当てた もの4例 及 び非 勃起 陰 茎 の 挫 傷 の4例 と
なってい る.ま たそ の誘 因 とし て,海 綿体 の 炎 症 性
変化(Kon㏄ny),感染及 び 嚢胞 形成(Fetterand
Gartma-)並びに尿道 及び 尿道 周 囲 の炎 症(CreeCy
andBeazlie;田辺 ・佐 藤)等 が あげ られ てい るが,


















































1)保 存 的療 法 局 所 の安 静,陰 茎 及び 陰 褒 の 挙
上,器 法 に よ り血腫 の吸 収 を促 進,止 血 及び 固定 の意
味 で尿 道 留置 カテ ー テル や圧 迫 翻帯 の施行,鎮 静剤,鎮
痛 剤 及び 消 炎 剤 の投 与等 があげ られ てい る.CreeCy
andBeazlieは数 日後に 血 腫 の吸 引 を行 うと共 に ト
リプ シ ンの筋 肉 内 注射 に よって そ の吸 収 を促 進せ しめ
ん として い る.
2)外 科 的療 法 切 開,血 腫 の 除去,出血 部 の止 血,
白膜 縫 合 及 び ドレナ ージ を施 行 し,術 後は 止血 の意 味
で やや 固 く圧迫 纐帯 を 施 し,竃 法 及び鎮 静 剤 を投 与 す
る.尿 道損 傷を 伴 う時 は,共 に 尿道 損 傷 の治 療 を行 う
事 は云 うま で もない
3)治 療 法の 適応 尿道 損 傷 を伴 わ ない 中 等度 の 血
腫 形成 の 見 られ る例 に対 し ては,先 ず 保存 的療 法 を試
み る(McKayandHawes;FetterandGartman
;Rummelhardt).これ に よっ て 数 日後 に 血 腫 の 吸
引 を行 う(Thompson;CreecyandBeazlie).しか
し血 腫 が 大 き く,血 腫 が持 続 的 に大 ぎ くな る時,数 日
経 っ て も血 腫の 吸 収 が見 られ ない 時 及び壌 死 や感 染 を
起す 危 険 の あ る時 は外 科 的 に行 う(Sinkoe;McKay
alldHawes;FetterandGartman;Thompson;
Fernstr6m).局所 に廠 痕 組 織 を生 じて変 形 や機 能 不
全 を起 し た もの は,搬 痕組 織 の 除 去 を行 う(Fernst-
r6m).私の症 例 で は排 尿 困 難 も尿 道 損 傷 も見 られ な
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